孫詒譲に於ける政治思想の変容－ 変法思想から革命思想へ － by 若松 信爾



























































等の起こした公車上書に賛同の意を表し、浙江の人士が、これに名を列ねる者が ないことを恥辱としているが、同じ浙江出身の汪康年が『時務報』を創刊することにより、よくこの雪辱を果たしたと述べる。ここで孫詒譲は康有為の変法運動に対して、深く共感の意を示している と 理解でき 。次いで書簡の続きをみることにする。　　　　　
承示せられし、卓如先生と館事並びに議し辨する所の一切を協理せること、更に慰めと爲し忭ぶ。譲年廿四、南皮師を京邸に謁す。同座に盛んに宋學を訾る者有り、南皮之を砭して云ふ、 「今天下の大病は不學に在り、倘し其れ能く學ばば、便ち是れ佳士にして 遑く其の漢・宋を爲すを問
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ることから、恐らくこ 時に聞いたものと考えられる。内容を要約す と、孫詒譲はこの張之洞の「天下の弊害は学ばないことであり、学問をするのに、あわ だしく漢学だ 宋学といって る場合ではない」 いう言葉を至言とし、現在の時局は民族・儒教の危機的状況である 。しかし、多くの人士は旧習に固執しており、洋務をいう者は自分の利己的な小人ばかりであった。合肥・李鴻章もそのことはわかっていながら、人材乏しきためにそのような小人達に任せて、日清戦争に敗れてしまった。今求められるべきは洋務に精通している君子であり、劉光蕡がそ ような人物といえだろう。私も老いたり え中華 志士とともに、尽力していきたい。という ので る。　
この書簡からうかがえるのは、孫詒譲はこれまでの洋務運動は


























光緒二十一年に康有為 行った公車上書を 梁啓超を中心に再度繰り返すべき いう。　　　
明春は適々禮部の試期に値り、海内の公車雲集す。前年は和議を諸公と争ふ、至る者必ず尚少なからず。竊に謂へらく、宜しく數千人を集め上書して、危局を瀝陳し、早 變法の議を定むことを籲請せんと訂るべし。萬一達することを得、我が皇上各省士人の衆を環顧して、群論僉同し、其の不謬の説を信ずれば、斯れ亦中華強弱の轉機なり。如天心遂に轉ずれば領首の人或は能く仰ぎ迎えられ召對せられん、抑々軍機大臣の傳問に由り、其 説 畢ら むれば則ち其の感格 神も、度 喩るべからず。即し采られざらしむれば、亦必ず此れに因りて咎を獲るに至らず。或は亦
































































































自ら『利済学堂報』の刊行、また永嘉の地に「利済学堂分校」を建て、翌二十三年に杭州で され 『経世報』の執筆陣にも加わり、多数の論文を書くなど、地元温州での変法宣伝活動を広げて活躍していた」というよう 一連の陳虬の活動に対し、孫詒譲は 「変法論者として共同歩調をとる相手として認められなかった」（
22）とし、 また、 「孫詒譲の学校は、陳虬の「利済医学堂」の中で
































が「十年前痛斥して小人と爲すも」と記している点である。となればこの両者の確執の発端は光緒十四年頃であることが判明する。しかし、残念ながら「陳虬年譜」 ・ 「宋恕年譜」の該当年を見 も、それに関する記載はなくそれが具体的に如何なることであったのかは解らない。　
書簡の後半は事件の内容が記される。
　　　
本年夏の間、介石の妹婿黄姓なる者、祖父は縣役にして、例として考を得ず。介石志三を介して温の守王琛に例を違えて収考せんことを求むるを爲す。衆稟闔邑 童生とともに之を阻む。介石利濟醫院の友 率ゐて、直ちに考棚に入り、廩生趙姓を拉 痛く之 毆り幾ど死せんとす。是れを以て敝里大いに譁びすし。黄漱蘭丈趙と略姻連有り、頗る其の非を斥くも、志三介石の爲に書 作 て黄丈に致し、語狂妄を極む。是れを以て士論平らかならず。闔邑の稟・童同に之を攻む。弟も矛 執るを爲す 此れ乃ち 自ら取り、並びに康黨の爲に起つに非ず。且つ其 事は六月間に在 時 康・梁方に志を得、豈に叚り 以て二陳を攻めるの理有らんや。黄姓を刻め已に考を扣へ しむ。
　　　



















介石の妹夫黄姓文童、本年府試 應ぜし時、挨・認均しく已に画押す。廩生彭姓之に向かいて強借せんとするも遂げず。乃ち其の祖嘗て縣役に充てらる 指稱し、場に臨んで巻を掄して童を毆る 介石送考目睹して、此れと與に互ひに毆り、兩つながら稍傷無し。而して彭姓介石の通政及び仲容と憾み有るを知り、遂に激怒せる仲容を 出面して介石を呈控せしめ、又妄 に黄姓の錢極めて多しと稱し、以て通政 して涎せしむ。通政人を遣わ て黄姓の伯父を連召し 至らしめ、賄を獻ぜんことを授意するも、渠父微言を領略する能はず。通政介石の阻む所と爲 と疑ひ則ち大いに怒り、遂に函を藩・學の諸憲 致し、介石を革めんことを請ふ。介石の友及び門人大いに憤り、將に動きて公呈して剖にせんことに力めん す 即ち其の友及び門人に非るも亦多く介石の爲に不平なり。甚だしき 至 て






詒譲書簡では「趙姓」 、宋恕書簡では「彭姓」 。孫書簡では殴打された廩生が「幾死」と記されのに対し、宋書簡では「無稍傷」と記さ る。この点については孫詒譲が敢えて誇張した表現をしている可能性がある。また、宋書簡に述べる所をみると、孫詒譲は廩生彭某に乗せられ 形で、陳黻宸を訴えている。また政変の挫折により、 「二陳」に「康党」のレッテルを貼ろうとしたのは黄通政であると述べている。しかし、この点については前述の「与汪穰卿書
　
四」もあるように孫詒譲も同様の視点であった。他に













































會南の康有爲新學僞經考を作りて、古文を詆りて劉歆の僞書と爲す。炳麟素より左氏春秋を治む。先生の周官を治むは、皆劉子の學なるを聞く。僞經考 駁する數十事、未だ就かず 先生に請ふ。先生曰 、是れ當に世を譁すは數三年なるべし 荀卿 言へる り、 「狂生なる者は時を胥ずして落つ」と。安んぞ辨難す を用ひんや。其の以て自ら熏勞するなり。頃之して、康有爲敗れ、其の學も亦絶ゆ。（
39）





の謬れるは、弟深く之を斥く。去年章枚叔に書を致し亦曾て之に及ぶ」という記述と照応していると考えられる。続いて「傷辭」は『訄書』の草稿も孫詒譲に閲覧を請うたことに触れている。高田氏 このような両者の関係について「章炳麟に って孫詒譲は、ある意味兪樾よりも、その学術思想 深い関わりをもった師であったと考えられる」
（
40）と述べ、共に古文経学的立場をとる両者
の思想的結びつき指摘している。正し光緒二十三・四年頃は未だ章炳麟は孫詒譲に入門していたとは考えにくい。後に戊戌の政変以後、章炳麟は逮捕状が出たため台湾に逃亡するが、その時にも孫詒譲は追捕 情報を宋恕に告げ、宋恕は陳黻宸 告げ 章炳麟は台湾に逃亡できたという。このように、章炳麟と孫詒譲の関係は間接的ではあるが続いて る　
では、両者が正式に師弟関係を結ぶに至った時期が、果たして










































年、 『年譜』では光緒二十四年とする。また、 『籀廎遺文』も同じく光緒二十四年としている。しかし、これ等の年代は章炳麟と書簡での交際を始めた時期であり、用心深い孫詒譲が右の詩を送ったとは考えにくい。ま 両者ともに康有為一派に期待していた時期でもある。 『年譜』に従えば孫詒譲の革命思想の萌芽は光緒
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二十四年となるが、政変以降の作詩だとしても、いきなりこのような詩を孫詒譲が記し贈る可能性は低いと考えられる。以上のようなことから、現在の所資料的裏付け な しても「亭林集校正跋」は光緒 三 ・二十四年の成立であるとしても「題顧亭林集校本後」は孫・章両者の対面以降という可能性が考えられないであろうか。　
孫詒譲は章炳麟とは相違して日本に亡命することなく、故郷の
瑞安で著述や教育活動等に専念して一生を終えた。つまり、清の官憲の目を怖れて過ごさばなら い身の上であ 。故に排滿革命思想を正面切って論じるわけにはいかなかった。章炳麟も 「傷辞」を記す際にそ 点 遺族達のため考慮したと考えられ、その め「傷辞」では途中宋恕の挿話を織り込む等、少々唐突な感が否めない文章となっている。 。　
前述した『掌故小札』には「 之革命頭脳」という項目が








してきた。そこから窺える思想は、光緒二十四年の戊戌の政変までは康有為等の変法運動を全面的に支持している様子が看取できる。この点については後に革命思想を鼓吹する章炳麟も同様である。しかし、両者はあくまでも変法運動そのものには賛意を表していたが、その今文公羊学的思想 は反発をしている。そこで百日維新といわれる変法運動が挫折した後、孫詒譲は同じく変法論者であり、 光緒十四年頃から仇敵 如く憎悪していた、 陳虬を「康党」であるとして失脚させている。変法運動以降 「康党」とは無縁の変法論者として目されることとなり、その身を安全圏に置く事に成功した。これは一つには、考拠学の大家としての孫詒譲の名声によるものもあったであろう。　
変法運動が挫折した後の孫詒譲は、清朝政府の関係者処刑等に
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